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総合計画市民検討協議会 第１回報告書（  文化・学習  部会） 

記録者 斎藤 麻美 場所 市役所北庁舎第 １・２ 会議室 

開催日時・場所 平成２３年１２月１０日（ 土 ） 午前１０時００分 ～ １２時１５分 

出席者 

（ １３ 名） 

安藤 晴子 小野澤 せつ子 齊藤 千穂 酒井 千香 

笹野 晶子 内藤 まり 松山 貴行 山内 啓司 

大沢 直樹 國分 大樹 小柳 淳一 斎藤 麻美 

原田 賢    

傍聴者 ２名 （                          ） 

 

１．まちづくりの基本理念の見直しについて 

現計画 
まちづくりにあたって、市民が主体で、みんなにやさしく、安心で快適に暮らす

ことができるよう「人間性の尊重」を基本理念とします。【総合計画 290ページ】 

見直しの視点 

●「どんな“まち”にしたいか？」という視点で、キーワードを設定  

 

「交流（絆）」 

 ・世代を越えての交流 

 ・知り合うこと、支え合うこと 

 ・意見する場 

 ・“楽しい”と思えるまち 

 ・共助 

 ・積極的な関わり合い 

 ・転入者も地域が温かく受け入れる 

 ・子ども、若い世代が地域に溶け込む 

 

「市民参画」 

 ・行政と市民の一体化 

 ・共助 

 

「誇り」 

 ・歴史、環境（施設含む）、豊かな緑、人の心 

 ・まちづくり、まちなみ 

 ・住み続けたいと思えるまち 

 

「暮らし」 

 ・安全、安心 

 ・豊かな心づくり 

 

●その他 

 わかりやすい、基本理念にしたい。 

 

 



 2 

２．都市像の見直しについて 

現計画 

心ふれあう 緑ゆたかな 住みよいまち 

※府中らしさが感じられるか、ふるさと意識を持てるかなどの観点を踏まえて検

討してください。                【総合計画 290 ページ】 

見直しの視点 

●検討方法 

 ・基本理念で掲げた４つのキーワード（交流（絆）、市民参画、誇り、暮らし）  

  を実現するために、誰もが親しみやすいキャッチフレーズを設定する。 

 

 

●見直し案 

 ・「憩えるまち、府中」 

 ・「ともに生きる」（共生） 

 ・「協創・協働の街」 

 

 

●その他の意見 

 ・都市像の周知方法を検討すべき（現計画のものは認識度低い） 

 ・市のキャラクターや有名人によるＰＲ（認知度アップ） 

 

 

 

 

 

事務局への連絡事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


